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気 賀 健 三 名 ぎ 教 授 著 作 目 録 -

昭和 5 年

「カッセルの自由主義経済学B J  

昭和 6 年

••力ッセルの価格論と自由競争論J 

「価値学説無用論と限界効理論 J 

昭和7 年

〔書評〕 Irving Fisher; The Theory of Interest 

r経済学的原則の意義j 
「経済学の "社会的法的" 基礎」

「経済学の心理的個人主義的基礎~~-リーフマンの経済学ホ法論—— J 

昭和 8 年 ’

「価値と経済的ディメンジオン-------ゴットルの価値論 J

〔書評；] ミ一ゼス，ビシュピートオフ編『価値論の諸問題_̂ 

〔書評:） ミ一ゼス，ビシ义ピートオフ編q面値論の諸問題』第二篇 

昭和 9 年

「客観的価値批判■特にオッペンハイマーの価値論J 

r我国の米穀問題」族應義塾産業研究会編『世界経済戦と我®産業

三田学会雑誌24卷11号 （11月）

三旧学会雑誌25巻 4 号 （4 月） 

三田学会雑誌25巻 9 号 （9 月）

三田学会雑誌26卷 1 号 （1月） 

三旧学会雑誌26卷 4 号 （4 月)， 

三旧学会雑誌26卷 9 号 （9 月〉 

三田学会雜誌26巻'10号 （10月〉

三旧学会雑誌27卷 5 号 （5 月） 

三田学会雑誌27卷 8 号 （8 月） 

三田学会雑誌27卷11号 （11月〉

三旧学会雑誌28卷 1 号 （1 月） 

虔應義塾産業研究会 ' ( 2 月）

■ の動向-—— 『産業研究』10周年特渠一

j 「限界効用理論の擁護」 三田学会雑誌28巻 7 号 （7 月)
■ m m r ハンス，ペーター著現代経済理論 j 三旧学会雑誌28卷10号 （10月）

昭和10年

' .  〔書評〕 ヘランダー著^経清政策と合理的基礎』 三旧学会雑誌29巻 1 号 （1 月）

〔書評謝 モルゲンシュテルン著『経済政策の限界』 三旧学会雑誌29卷 2 号 （2 月〉

> 〔書評〕 ピグウ著小島，高村訳『厚生経済学』第一分冊 三田学会雑誌29卷 3 号 （3 /j )
! r経済政策学の可能性J 三田学会雑誌29巻 4 号 （4 月）

〔書評〕 エリッヒ . フライザー著『経済の形態と形成』 三 [11学会雑誌29巻 5 号 （5 月）

- 〔書評〕 オットー.コンラッド著『経済学の死罪』 三旧学会雑誌29巻 6 号 （6 月）

■ m m 竹内運平著『北海道史耍』 三旧学会雑誌29卷 9 号 （9 月〉

; :  〔書評;） リューラー箸『国民経済的利益；全体利益及び共同福祉J1 三田学会雑誌29卷10号 （10ガ）

' 〔訳?4り アービング. フィッシャー著『利子論』（気貧勘泣氏と を波書店ひ0月）

■ 共訳)

「経済政策の目的論的観察J 三旧学会雑誌29卷12号 （12月）
昭和11年

•： (M W Carl Landauer著 lU中力訳『;针画縫済と流通経博』 三旧学会雑誌30卷 2 号 （2 J;)〉
; m m Brutzkua; Economic Planning in  Soviet Russia 三旧学会雑誌30卷 4 号 （4 月〉

印は行木を， r J 印は論文を示す。
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— — B i i M m m r r i v

「価値論と許画経済J 
〔書評〕 Hans Meyer; Der E7'kenntniswert de$ functionellen

Preisflieo7'ien 

昭和12年

「経済政策の的」

〔書評0 Ratzlair； The Theories o f Free Competition

昭和15年

*■経済の政治化—— 全体主義経済政策の根本問題一一J 

昭れ16年

〔書評〕 「ワイベルト著' 『理想型と形式理論■ ? 現代ドイツ方 

法諭争の一節一一」

『経済政策の根本問題-----政策論及び経済組織論 J

「経済理論と統制経済J 

昭和18年

•■統制経済における計画J 

r公定価格と統制的均衡J 

昭和19年

;*■統制経済における価格政策のぽ題J ,

『統制経済の秩序』 •

昭和20年

〔訳書〕 ヮーゲンフュール著『経済学体系論'…一方法史的考察

気 質 蚀 三 名 誉 教 授 著 作 目 録

:旧学会雑誌30巻 9 号 （9 月） 

学会雑誌30巻10号ひ0月)

三田学会雑誌31巻 1 号 （1 月）

三田学会雑誌31巻 3 号 （3 月）

三旧学会雑誌34巻12号 （12月〉

三H学会雑誌35巻 9 号 （7 月）

有斐閣（11月）

三m学会雑誌35巻12号 （12月）

三田学会誌 37巻 5 号 （5 月） ’ 

三田学会III誌37卷11号 （11月）

三田学会雑誌38巻 3 , 4 合併号（4 月） 

有裴閣（6 月）

実業之日本社（5 月）

昭和21年

「利子励態論への回顏J 

•■言十画経済への道j

「経済政策原理」B 仁） 東京経済学研究所編『経済学講座』第ユ卷 

昭和22年 

『現代社会主義思想論』

「社会の進化と倫理J

r社会的自主義 J .

•"経済政策原理J 日 H 東京経済学研究所編『経済学講座』第 3 巻 

昭和23年 

『経済政策原理』B 〜 ( ^

『経済学原理』

『経済組織と社会改恭の倫理』

「併東依吉君の批判に答えるJ

「経済政策原理」（̂0(完）東京経済学研究所編『経済学講座』第？卷 

r価値判断の問題と再反省J ュ》ノミスト別冊『最近理論経済学

の展望一一創刊25周年記念特集------』

昭和25年

『経済政策総論 (現代経済学全書18巻） .

— 1 7 7 ( 2 9 5 ) ——

三田学会雑誌39卷 1 号 （7 月） 

三田学会雑誌31̂ 卷 3 号 （9 月）

東京経済学研究所出版部

突業之日本社（2 月）

三田学会雑誌40卷 4 号 （4 月）

三ffl学会雑誌40卷 7, 8, 9 合併号（9 ；1〉 

東京経清学研究所出版部（9 月）

通信教育教材（1 月より昭和24年4 月） 

通信教育教材（5月よウ昭和24年5 月） 

有斐閣（8 月）

三田学会雑誌41巻 8 号 （8 月）

東京経済学研究所出版部ひ0月）

侮日新聞社（11月）

労働文化社（2 月）

■ .



「三旧学会雑誌j 68卷- 3 号 （19?5年3 月〉

『ソ連経済論 

「日本の復興めためにJ 

•『ツグュート計回1経済論J 

「"奴裁の所感，’ に対する " 自由な所感，，J 

昭和26年 

「唯物史観と自由J 

昭和27年

r社会主.義経済の理論とイデオロギーJ 

昭和28年

「価値判断に関するわが国の学説につ、てJ 

f•スターリンの社会主義経博 

〔書評〕 伊部政一著 *■資本主義の将来J 

「経済政策の倫理的性格J 日本経済政策学会編『日本経済政策学 

会年報経済政策一』 

r経済政策としての計画J (報告） 日本経済政策学会編『日本経贫 

政策学会年報経済政策一』 

f現代の社会思想』

〔訳書〕 ピグウ著『厚生経済学』(永旧清氏監修千種義人氏， 

鈴木諫一氏，福岡正夫氏，'大熊一郎氏と共訳）

BS和29年

f経済政策総論 '

「スターリン論文における経済法則論J 

昭和30年 

•■民主社会主義の思想J

•■マルクスとスター；？ンJ

r平和的共存の説J 

ソ連の農業問題J 

「正しい妥協のためにJ 

昭和31年

『社会的進ホの15(理一一経済政策原理の社会哲学的研究 

「独占と競# J

「後■旨導と共産党の独裁J 

f共産党的精神の本質J 

*■ソ連の民主主義の理論と実際J 

rわたくしの読遍歴 J

〔訳書〕 J , ティンバーゲン著『経済政策の理論』访 2 版 （加 

藤寛氏と兆訳）

「競♦と  El'HL 

*■社会政策の1 !念J

r商品生虚と価値法則J社会思想研究会I T 経済学教科银の問顯』(上） 

f社会Elシ 社会の経済法則」 社会思想研究会編 *■経坑学教科まの|j5j

1 7 8 ( 2 9 6 ) - —

通信教育教材（3 月）

経営評論5 卷 5 号 （5 月〉

社会思想研究会出版部（9 月）

自由H 民28号 '

三 ra学会雑誌44巻 5 号 （5 月）

理論経済学3 卷 1 号 （1 月）

三旧学会雑誌46巻 1 号 （1 月）

ソ連研究2 卷 1 号 （1 月）

ソ連研究2 卷 3 号 （3 月）

如水書房（4 月）

如水# 房 （4 月）

金星堂（9 月）

東洋経済新報社（11月）（改訂重版昭和41 

年訳者代表）

金星堂（1 月）

三旧学会雑誌47巻 1 号 （1 月）

社会思想研究7 卷 1 号 （1 月）

三田学会雜誌48卷 4 号 （4 月）

社会思想研究7 卷 6 号 （6 月）

三K学会雑誌48卷 9 号 （9 月）

社会思想研究7 卷12号 （! 2月）

墙書房（1月）

公正収引69号 （3 月）

世界 1 2 7号 （7 月）

日本及日本人7 巻 7 号 （7 月）

H本及日本人7 教 9 号 （9 月〉

社会思想研究8 卷 9 号 （9 月〉

厳松堂（10月）

学会雑誌49卷11号 （11月）

社会思想研究8 巻11ラ （11j])

中央公論社 

…央公論社

m m m



気 贺 爐 三 名 誉 教 授 著 作 目 録

題•！（下） • .

f 経 済 政 策 論 』 （] S [ H K 教 養 大 学 ）

昭和32年

r社 全 党 の 経 済 五 ヶ 年 計 画 -------日 本 社 会 党 批 制 - 一 」

r ソ 連 農 業 の 戦 後 の 発 展 に ついてJ 日木 経 済 政 策 学 会 編 r 日本経  

済 政 策 学 会 年 報 冗 戦 後 各 国 の 経 済 政 策 の 检 討 J 

「コ - - リ ン . ク ラ ー ク と " 経 请 的 進 歩 の 諸 条 仲 ，’J

r 自由企画体制と独占論」 高垣寅次郎编 rアメリカ経済政策の研 

究一 日本学術振興会学術部第87小委貫会報告—— J 

r社会主義と生産手段の公有論J 

「社会主義の変質J

「fl.画経済のメカニズムとその能率J 

昭和33年

r共産主義は変わらないか—— 動揺するソ速，東欧の経済体制 

「経済理論と自由主義」

•'社会主義の将来 

m m ジぐ

今日の問題一

く 一 リナー著 ソ連における工場と経営者』

〔1^敌〕 ストレチー著『現代の資本主義』 日本経済政策学会編 

『日本経済政策学会年報六経済政策の対象と方法■« 

「資本主義と社会主義_| (ー)〜(̂カ

'著 『農産物の価格構造に関する若

f■経济政策原理』（上） （下） 

rアメリ力の大衆資本主義」

〔書評） M . チェレンチ 

干の問題』 

rソ連の計画経済における均衡」

r社会主義経済における利益と公益一一営利生産と計画生産の矛 

盾 —— J 條原三代平編『中山伊知郎博士還暦記念論文集一一経

済の安定と進歩一一-J! 

r戦後経済政策の概説—— 成長生義の性質 J 山中篤太郎*長守

唐 編 『戦後日本経资政策の分折』

「M  T  S の改組にともなう若干の問題J 

rソ速経済の合理的過程」

昭和34年

rソビュト農菜の苦悶 七ケ年言十画とコルホーズの将来-

r共産国の印象記—— 自由化と官僚主義の矛盾 J

•■ソ連経済の成-長と能率J

r 自主調整論にた'̂ 、する国民経済的評価J

•■共 産 圏 （IK欧）における経资体制の最近の纽向について■>

r ソ •中の経済発原に対する與見'~■コルホーズと人民公社の距

離 J '

■— 1 7 9 ( 2 9 7 )  ~ ~ -

宝文館（4 月〉

社会思想研'究 9 巻 2 号 （2 月）

勁草書房（3 月）

学燈54巻 8 号 （8 月）

有斐閣（10月）

三田学会雑誌50卷1 0 ,1 1 合併号（11月） 

経済往来1り卷10号 （11月） ■

ソ連問題1 卷 1 号 《12月）

経済往来10卷 2 号 （2 月）

理論経済学8 卷 3 *  4 合併号（3 月:！

経済セミナ…14号 （3 月）

ソ迹間题2 巻 1 号 （3 月）

勘草書房（4 月）

社会思想研究10卷 4 号〜 9 号，12号， 11 

卷 1 号（4 月〜9 月，12月，昭和34年 1月） 

慶應通信（5 月）

経営者12卷 5 号 （5 月）

ソ連fig題 2 卷 1 号 （6 月）

三田学会雑誌51卷 6 号 （6 月）

東洋経済新報社（9 月）

勁草書房（9 月）

ソ連問題2 巻 3 号 （10月） 

ソ速間題2 卷 4 号ひ 2月）

経済往来11巷 3 号 （3 月） 

世界 1 6 0号 （4 月） 

世界経済14巻 4 号 （4 月） 

公正収引1 0 5号 （6 月） 

ソ連問題3 巻 2 号 （7 月） 

経济往来11巻1 0 #  (10月）

1̂ ^  . ' ____



「三田学会雑誌J 68卷 3 号 (1975印■：} 月）

慶應義塾大学経済'学会『経済政策方法論第一章経済政策論の回顧 J 慶應義塾大学経 

済学全編『日本における経済学の百年J (上）

昭和35年

『ソビエト経済め研究J (廣應義盤経资学会経资学研究叢書） 

「共産主義移行論J

f福祉国家」 有沢広己，東畑精一，中山併知郎編『経済主体性講 

座第 5 卷 政 府 』

， •'共産主義の建設におけるスターリソ とフルシチ g つ- — 貨幣:商 

品関係とS 家死減論にっ、、て—— J

r現代の帝H 主義をめぐって----中 . ソのイデォロギ- •論争は

どこから出発したか一 J 

「中共とソ連の間の総合的要素と対抗的要素J 

「中 . ソの対立と日本J 

昭和36年

「共産圏研究第三回国家会議を顯みてJ (報告）

〔書評〕 クラウス•メーネルト著レノビエト人』

*■現代の日本経済における政府の割 J 日本経核^政策学会編『日 

本経済政策学会年報九現代日本経済における国家の役割 J  

T典産主義者の夢」

〔書評〕 ロバート ‘ W . キャムペル著 f ソ連の経済力，その組 

織，成長及競争J 

〔書評;！ アレック•ノ ‘ プ箸『共産主義の経済戦術， ン連の成 

長と能力』

昭和37年 

「平和共存と経济競争J

r不振にあえぐソ連農業 ^現状 •問題点，方向— J

〔訳書〕 リチャード，パイプス編『ロシア，インチリゲンチア .

(和旧敏雄氏と共訳） 

rアメリカのソ連研究機関と飢究者たち —— 海外経済リボート

  J

r ソ連共産党の綱領の分析J 

r コメコンと欧州経済共同体J

•"機構いじりで改举：はできるか一ソ迪計画経済体制の矛盾一 J 

て訳書〕 ジg ン . スコット著『ループル外交の実 体 (上）（下） 

昭和38年

>■共産圏の国際分業とコメコンJ

〔訳書〕 ルイス • ケルン，モーチマ一 . アドラー芙 5̂百万人の

資本主義《!)

•■ソ速の経済成嚴J

〔訳書〕 ゲルハルト . a ルム，セオドア ‘ ガイガ— 箸 『アメ》

力国民の経済』（上〉（下）

 180(298)----------------------

日本評論新社（1 月）

三田学会劲は1̂ 53卷 2 号 （2 月） 

中央公論社（6 月）

共産圏問題4 巻 2 号 （6 月）

経済往来12巻10号 （10月）

共産圏問題4 卷 3 号 （11月） 

論争 2 卷 4 号

共産圏問題4 卷 4 号 （3 月） 

共産圏問題4 巻 4 号 （3 月）

勁草書房（3月）

日本及日本人12卷 2 号 （8 月） 

共産圏問題5 巻 4 号 （10月）

共産圓問題5 卷 4 号 （10月）

政治公,論44号 （1月）

世界週報43卷 9 号 （2 月27日） 

時事通信社（3月）

世界経済評論6 巻 9 号 （9 月〉

社会思想研究13卷11号 （11月） 

経済往来14巻'12号 （I2月）

世界週報43巻50号 a 2月11日） 

時事通信社（12月）

三旧学会雑誌fi6巻 2 号 （2 月） 

時事通信社（7 /D

共座圏問題7 卷 7 号 （？月） 

時事通信社. （9月）



p

昭あ138年

rコメづンの経済的矛盾j

「共産主義の矛盾に悩む------壁にぶつかっすこソ速経済------J

〔訳書〕 ジg ン . スコット著『中共の危機』（上）（下）

〔編著書〕 r ツ速計画経済の特質」『ソ連経资と流通. 金融制度=3 

(清明会叢-書12) 

r専制政治の悩みJ 

〔編書〕 『ソ連の労働劇#』

'■行き悩む社会主義経済 一̂一東欧視察の旅から帰って—— j B 〜日

〔訳書〕 G . F  . ハドソン編『中ソ論# J (上）（下）

昭却40年

r ソ連新政権の方向J
rコメコンの動向」

「ソ連の金業経営と利潤論一ソ連経済に関する特別セミナー報告一」 

rフルシチョフの改良主義J

rr経済政策論』（経済学全集六）（小松雅雄氏，加藤寬氏と共著）

「コスイギンの工業管理改革案一 •どれほど自由化するか---- J

〔訳庫〕 スタニスラウ• ウCCリッシュ著『ソ述圏の経済------計

jii経済の分析J (上）（下）

昭和41年

•■平和共存政策の真意」 ’
rマルクス主義のイデオロギーと共産主義の理想」 

r ソ連の当面する課題J 

「戦後20年間のソ連が当面する問題」

「民主社会主義の歴史と理論」

r ソ遮の中央集権的評画経済と利潤率中心の企巢経営の体制J 

招和42年

『共産主義の経済』（上）

「ソ連経済の自由化傾向」

「経済と道徳j B 〜日

「日本経済の近代化に期待するものJ

〔訳書〕 A . プロムク編『岐路に立つ共産圏諸国』（上）（下） 

r日本の経済的発展と国際的責任J 

r ソ速の経済改ホとづル経の後退J

「柬欧をめぐる新しい社会;)i 義の潮流'  自出化に揺ぐ計画経済の

体制 J
rソヴエト経済の50年の経過におけるマルクス経済思想の後-退J 

〔書評〕 佐藤博箸『ソビュト財政論■s 

r価値判断の客観性と理論的制断の相対性一一マルクス主義方法 

論の批判一一- J . 疲應義幾経済学会編『経済学方法論の諸問題』

-— - 1 8 1 ( 2 9 9 )  - — •

気 賀 他 三 名 誉 教 授 著 作 目 ま

共産圏問超8 巻 2 号 （2 月）

世界週報45巻U 号 （3 月1?日）

時事通信社（4/D  

清明会（5 月）

政治公論48号 （9 月）

日本労働協会（10月）

世界週報45巻45〜47号 （11月10日，17H, 

24日）

時事通信社（11月）

共産圏問題9 巻 1 号 （1 月）

共産圏の動き5 号 （1 月）

共産圏問題9 卷 3 号 （3 月） - 

典座圏問題8 巻 8 号 （8 月）

世界書院（11月）

共産圏問題9 巻12号 （I2月）

時事:通信社（12月）

共産圈問題10巻 1 号 （1 月） 

政策月報12 3号 （4 月） 

国際問題75号 （6 月）

海外事情14巻 8 号 （8 月） 

改苹者79号，80号 （10月，11月） 

三 III学会雑誌59巻11号 （n パ）

墙書房（1 月）

共産圏の励き17号 （1月） 

道徳教育73〜75号 （1 〜3月） 

政治公論54号 （3 月）

時事通信社（4 月）

日本及日本人1448号 （6 ガ） 

経済往来19巻 6 号 （6 月） 

社会科学11号 （6 月）

共産圓問題11巻 8 号 （8 月） 

共産圆問題11卷 9 号 （9 月） 

觅样経済新報社（9>1)

レ
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:ffl学会雑誌J 68巻 3 号 （1975年 3 }j)

(シンポジウム叢-書）

'■ソ速経済とマルクス経済学"一"一マルクス資本論百年， ソビュト 

命五十年に際して^ ^ , 《講演）

「経済自由化の実情はどうか—— ソ連: ，東欧を旅して一一J (-） {=) 

〔訳書〕 シドニー* クライン著『中ソ分裂の経済的背景』 •

昭和43年

•■ソビニト経済の五十印-とマ ル ク 主義の経済学J 

r ソ速 ，览欧経済改本-のジレンマ」

*■転換期に立つソ連の経済政策」（報告）日本経済政策学会編『日 

本経済政策学会年報十五転型期の経済政策』 

r ソ連: ，康欧の自由化の現状と学者の意見J (講演）

「ソ連，東欧の経済！！} 由化の将来J 

「激動下の東欧を旅してJ (上） (T )

「私のロ本経済論一 一 高度成長の要因とその特来一 ~■」

「チェコの政変と東欧の将来J 

〔書評〕 「ソ連，ill欧の経済改革—— 安平哲ニ氏の新著を読ん

「東欧自|±!化の証言—— 計画経済は自由経済へ接近するか一一J 

「東欧諸国の経済と政治の動きJ 
r プラハの法角で見 た " 自由，，」

「チェコスロバキア事件の教訓J

rチ ュ：コスロバキア問題の経済的宵景J 『それでもチェコは戦う

 ニ千語宣言署名者は訴える一 (力レル•バールタ氏，

猪木正道氏，西義之氏と共著）

〔編著書:） じつの経济体制の統合論についてJ *■日米経済の比 

較研究』（小原敬土氏との共編）

昭和44年 

『共産主義の経済 (下）

〔訳書；） クレメント，ザプロッキ編 f■中ソ対立とアメリカ』（上） 

(下）

〔書評〕 •■二つの経済体制の比較—— バ 一 グソソ の 新 著 rソビ

ュト社会主義の計画と生産性』  J ,

昭和45年

「ソ連れ産党とイデオロギ一の役割J .

r ソヒュト共産$ビはいずこへす了くJ 

•'ソ連の廣業J

「大学生と大学院学生をめぐる改iYiの提案J 

r当面の大学改ホの問題J /

「大学の問題の輪腐」 

f ソ速の經济成長の純化J

〔書評〕 オク，シク箸，林三郎訳『チュコ経済の真突』 i

近幾大学商経学叢3 3 ，34合併号 （9 

；1 ) ■

世界週報48在-43. 44号 （10月24 日，310>  

時事通信社（11月） .

共産圏問題12巻 1 ，2 合併号（1 月）

!!!由10巻 1 号 （1 ；̂)

勁草書房（3 月） ,

欧ア飽会シリーズ35号 （3 月）

共産圏の動き24号 （3 月）

世界週報49卷19, 20号 （5 / 1 7 H , 14日) 

廣應ビジネスフォーラム6 号 （6 月） 

経済往来20卷 9 号 （6 月)

共産圏問题12卷 7 号 （7 月）

日本及日本人1463号 （7 月）

共産圏の動き26号 （8 月）

文芸春秋46巻10号 （10月）

同盟 123号 （10月）

番町書 房 （11月）

览洋経済新報社

稿 書 房 （3月）

時事通信社（4J3)

共産圏問顯13巻11号 （11月）

共産圏問題14卷 1号 （1ガ） 

大陸問題 216号 （1月） 

共産圏の励き34号 （3/：!)

厚生補導47号 （4 jj)

大陸問題 220号 （5ガ） 

カレント199号 （5>n51:|) 

社会思想研究22巻 6号 （6月） 

世界経済評論14卷 6号 （6月）

182(300)



気 貧 蚀 三 名 誉 教 授 著 作 目 録

『六月二十三日以後の大学問題J 

'■教科書検定制度と教育のあり'方J 

「欧米の管ffi者教育—の実態J 

r— 九七0 年代の最初の年を終える日本経济J 

昭和46年

■ SJ ロ、、/ :の経営教育」

ポーランドの労{勤者暴動の波紋J 

ソ速と中央にたV、する日本の立場J 

〔編書〕 f現代の世界—— ソ連 . 東 ; (尾土久男

氏，加藤寛氏，中村娃司氏と共編）

•■円の切上げと日本経済の® 際的位置J

『米ソの経済競争J ( ■ 際問題ゼミナ一ルテキスト） -

•■二つの経済体制の収敛論について■! •

r国土開発の点と線J

r ソ連の経済欧革の効果J

r ソ速経済の管理体制と官僚主義」 .

「オーストリア学派の経済学方法論J 

Convergence Theories and Ownership of Property 

昭和47年

•■新時代を迎える日米経済関係J 

•'わたくしの趣味の遍歴J 

「円の切り上げと日本経济の生きる途J 

「ソ速の経済体制の変化の可能性J 
〔編著書〕 「比較経済体制論の系譜J 『比較経済体制論講義J 

昭和48年

■■ソ連の質易政策J

•■日本経済の国際的課題J

*■日本経済とシペリァ開発J

•'自由な言論へめJEEカ每N b

r 日本的民主主義の悪弊J

•■受益者資担の原則見直せ」

r企業は私益追及にlil信をもてJ

r 日本の民主主義を傷つける三つの潮流J

r国民に丧質廉価の货生活を_!

•■金ほ事仲速断を避けよ J 

r奇妙な社 ♦兆の経済政策■ ! .

•■"公共の福祉" 増進を急げJ 

r自衛隊違憲ホ1]決の誤りをつく J 

「矛盾に満ちた逃合政権構想J 

「成長 * 資源 . 福祉の相互依存J 

rなまぬるいインフレ対策J ，

—— 183(301) 一

カレント20 9号 （8 月25日）

改黎者127号 （10月）

経営者24巻10号 （10月）

カレント2 2 1号 （12月25日）

慶應ビジネスフォーラム10号 （2月） 

大陸問題2 3 0号 （（3 月）

力レント2 3 1号 （4 月5 日） 

ダイヤモンド社（5 月） -

カレント23 8号 C6月1S日）

日本国際間題研究所（7 月）

経済論壇（7 月）

日本及日本人1499号 （7 月）

共産圏間題15巻 8 号 （8 月） ' 

海外，情19卷10号 （10月）

三由学会雑誌64巻11号 （11月）

Keto Economic Studies, V o l .8, No. 2

大陸問題24号 （1 月）

三色旗28 6号 （1 月）

カレント2 8 9号 （2 月25日）

弁産圏問題16巻 5 号 . （3 月)

青林書院新社（10月）

共産圏問題17卷 1 号 （1 月）

カレント296号 （1 月25日）

大陸問題205号 （4 月）

サンケイ新聞（7 月3 日）

言論人20 3号 （？月 5 日）

サンケイ新聞（7 月18日）

サンケイ新聞（8 月1 日）

カレント516号 （8月15日）

サンケイ新聞 (8 > j l5 0 )

サンケイ新聞（8 月29日）

サンケイ新|jfj ( 9 ガIX日）

サンケイ新W ](10月 1 H)

市民の声14号 （10月ほ日）

サンケオ新閲 (10；1290)

環境文化8 号ひ 0月）

サンケイ新1旧ひ1ガ！2 日）
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:旧学会雜誌」68卷 3 号 （19?54t，: 3 ガ）

f急げ総需要の抑制を」

「直視せよ石油苦難の道 J 

'民主主義と共産主義」 

r社会的责任と公共広告J 

昭和49年

•■みジの通らぬ取材扼否J 

•■一九七四年を迎える日本経済J 

厂自由の伝統J 
「インフレの抑制が第一J 

rインフレは経洗的に抑制をJ 

「わたしの自由主義J 

rだ当ちがいのインフレ論議J 

rイソヵレ使乗の政治ストJ 

r填重を要す日中航空協定J 

•■日台問の信頼回復を」 

r新しい政治の出発のためにJ

r労働のみが価値の根源か ■— マルク ス経済学批判（上）—— J  

「自由経済の崩壊恐れるJ

「歴史が証明する労働価値説の破綴■~ー  マルクス経済学批判（下）

週刊にっぽん10 9号 （12月7 m  

サンケイ新聞（12月MB)

新^11238号 （11月）

サンケイ新聞

サンケイ新聞（1 月12日） 

カレント3 3 1号 （1 月15日〉

熟I 2卷 2 号 （2 月）

論 争 （2 月 1 日）

サンケイ新聞（2 月 9 日）

三田評論73 5号 （3 月）

サンケイ新聞（3 月 1 日〉

サンケイ新聞（3月le日；）

サンケイ新聞（3 月30日）

サンケイ新聞（4 月26日）

改本者169号 （4 月）

举:新46号 （5 月）

サンケイ新開（5 月27日）

取新47号 (6 /1 )

rイデオロギー過剰の社. 共J 

r自山経済体制をおびやかすものJ .

’ rオーストリア学の力法論 J 杉原四郎，菱山泉編『セミナー経 

済学教室(ニ） 経済学史』

「矛盾•する公共料金抑制策J 

「Iき山経済をおびやかすものJ 

「共産党の政策を衝く J 

「日韓両国の不信取り除けJ 

「人間性欠く、'むつ" 帰港拒否J 

r新聞の公正と暴力J 

ぃ、独禁法改正"急ぐな』

「自由経済体制と独禁法J 

r前途暗い日本の民主主義J 

「独断と幻想の共産主義理論J 

「暴-力に抵抗する55敢な言,骑をJ

サンケイ新聞（6 月21日） 

カレント347号 （6 月25 日> 

日本評論社（6 月）

サンケイ新聞（7 月23日） 

自山民主221号 （7 月） 

経営者28巻 8 号 （8 月）

サンケイ新聞（8 月28日） 

サンケイ新[1H ( 9 月23日）

三旧キャムバス（10月15日〉 

サンケイ新聞（10月16日）

力レント3 5 6号 （10月25日> 

サンケイ新聞（11月4 日）

取新 

論人

〔本目録は暫矩的なもので，辞典の執筆をはじめ遗海があることをおことわりしておく。3

〔資料作成：）

. 川®^辺裕幸 

宅 保 治

飛鳥旧里美 

播敬 - ^郞
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